
科学技術政策関係における当面の主要課題について 

 

平成24年１月５日 

総    括   Ｇ 

 

総合科学技術会議は、昨年８月に策定された第４期科学技術基本計画に基づき、

科学技術関係予算の重点化、国家的に重要な研究開発の評価、生命倫理に関する調

査・検討といった科学技術を巡る重要課題への対応等を毎年度制度的に行っている。 

  

（当面の主要課題） 

○総合科学技術会議の開催 

 ・原則月１回開催し、第４期科学技術基本計画の推進体制の構築、科学技術重

要施策アクションプラン等の議題について討議 

 

○第４期科学技術基本計画の推進 

 ・第４期科学技術基本計画の推進体制の構築 

・第４期科学技術基本計画の推進にあたって、震災からの復興、再生等の重要課

題達成に向けた取組や人材育成の強化等の重要事項の抽出 

・科学技術イノベーション戦略協議会の設置             等 

 

○国家的に重要な研究開発の評価 

 ・事後評価結果案のとりまとめ 

 

○生命倫理に関する調査・検討 

 ・ＥＳ細胞からのヒト受精胚作成等生命倫理に関する事項について 

 

○科学技術関係予算の重点化 

 ・アクションプランの制度改善、PDCAサイクルに関する検討  等 

 

予定等詳細については別紙のとおりである。 

 

 

（その他の関連事項） 

○科学技術イノベーション戦略本部（仮称）の設置 

 

○国の研究開発を担う機関に関する新たな制度の創設 

総－１ 


